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グリーン開発とは 
■建築と建物を、適切な方法で、最新の技術と組み合わせながら、気候的に、地理的

に、そして文化的に恩恵を戻す、という考え。 
■グリーン開発の思想は、もう何百年以上も前からあるが、第２次大戦後忘れられて

いる。但し、近年の高効率冷暖房システムや、有害揮発物質ゼロエミッションのペ

ンキなどは新しい考えである。 
■ ・エネルギー効率 

・自然なエコシステムの復活 
  ・地域社会の結束 の育成 
  ・車社会への依存を減らす 
 

これら全ての点を統合したもので、それらの解決方法は、いくつもあり、また

その恩恵も重なり合っている。  
                   よりよいサービス 

      ・そこに住む人々や働く人々へ 
      ・開発業者、デベロッパーへ 
      ・地域社会、我々の社会全体へ 

・そして地球環境へ 
 

グリーン開発の３つのカテゴリー 
1. 環境に対する責任 
2. 資源利用の効率 
3. 地域社会と文化への高い感性 
 
グリーン開発の特典 
１．投資額の軽減 
２．運営維持費の軽減 
３．営業面での恩恵  （賃貸料、または売り価格が上がる） 
  （広告メディアへのただの広告宣伝と、商品の差別化） 
４．商品の価値付加と（プレミアが付く）、価格の吸収 

（不動産価値が上がる）（テナント賃貸率が上がる） 
５．早期の許可（許可時間の短縮） 
６．責任に対するリスクを減らす 
７．健康と生産性の向上 
８．法規制の先取り 
９．新しいビジネスのチャンス 
１０． 正しいことをしている満足感 
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具体的プログラム 

 

 

  

株式会社 ＰＥＳ建築環境設計 

◎ オースチン市 グリーンビル住宅 (テキサス州オースチン市) 

◎ WHOLE FOODS MARKET (オースチン市) 

◎ NRDC(Natural Resources Defense Council) 

     (ニューヨーク本部/ワシントンオフィス) 

・National Audubon Society (ニューヨーク市) 

◎ 4 Times Square ビル (1999 年完成) (ニューヨーク市) 

・Energy Resource Center (南カリフォルニアガス) 

・Inn of Anasazi (ニューメキシコ州) 

・Haymount (2005 年完成)  (バージニア州) 

・CIVADO (2004 年完成) (アリゾナ州) 

・Dewer Dry Goods (コロラド州) 

など 

○ 指定管理森林 

○ ＡＩＡ(アメリカ建築家協会) 

・ＥＰＡ＝連邦環境庁 

・ＤＯＥ＝エネルギー省 

・City of Austin＝テキサス州オースチン市 

・ホワイトハウス改造 

・ペンタゴン(国防総省)改造 

・サンフランシスコ市立図書館 

・ＥＰＡ環境リサーチセンター (1999 年完成)   

・モンタナ州立大学 国立資源センター（建設中）など 
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｢連邦調達､リサイクル､廃棄物防止｣ 

事例 

行政 

民間 

○ U.S. Green Building Council 

地方自治体は､建物オーナーであり､施主であり､

設計を形作る上で､他にないチャンスである。 

良い建物建設は､設計に取りかかる以前に､以下の

事項を十分に検討する必要がある｡ 

・ 将来のエネルギー使用 
・環境への影響 
・水の使用 
・敷地の影響 
・ＩＡＱ 
・廃棄物減少 
・交通と駐車 
・通勤到達方法 
・運営管理と保守コスト 
・地域経済への影響 

水 

エネルギー

消費

資源

材料 

廃棄物 

敷地 

建設現場 

ＩＡＱ 

事例 

･｢Sustainable Building Technical Manual｣ 
･｢LEED Green Building Rating System｣

･｢Environmental Resource Guide｣

･Wave 
･Green Light 

･Energy Star 
･(Building  Label) 

･DOE-Ⅱ（ｴﾈﾙｷﾞｰｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

･グリーンビルダープログラム 
･Green Builder Program 
･Sustainable Building Guidelines 
･Sustainable Building Source Book

● 地球気候の変化 (地球温暖化) 

● 成層圏のオゾン層の枯渇 

● 動植物生息地の破壊と変更 

(熱帯雨林と湿原) 

● 種族の絶滅 

                       (ＥＰＡによる） 

自然エネルギーをできるだけ建物に利用しながら 

・ 限られた天然資源の有効利用 

・ エネルギー消費量のトータル削減 

・ 建築材料を無害で地域調整のものとする 

・ リサイクルの実行とリサイクル材料 

・ 土地の適正な使用 

・ 人間の健康を高める (居住者､建設業者共) 

・ 生産性を高めるより高い快適性 

・ 建設及び運営の経済的効果 

しかも､ 

□ 美 的 で､質のあるデザインでなければならない 


